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高校同窓生の山歩きツアー(続) 

 高校同窓生13名を乗せたバスは恵山国道と呼ばれる太平洋岸の道を南

下し、燈台のある恵山岬を過ぎたところでホテル恵風(けいぷ)の駐車場

に入った。道はここで行き止まりになっていた。恵山の山裾が太平洋に

直接切れ落ちており、崖が行く手を阻んでいた。そしてその崖の下の海

に温泉が湧いていた。自然石を組んだ石壁で長方形に海を切り取ったの

が浴槽で、満潮時には海に没するそうだ。もう一度来ることがあったら、

その時は水着を持参して、この海で泳ぐことにしよう。 

まさに「地の果て」の感じだが、ホテルはこぎれいで料理が美味しか

った(女性たちの評)。ホテルの庭から登山道が森の中に入り込んでおり、

幾本ものサラサドウダンが花を満載し、落下した壺状の花が登山道を飾っていた。 ↑サラサドウダン 

 

恵山を登る  

 恵山の名はアイヌ語の「エシャン」(岬の意)から来ているそうだ。

地図を見ればその意味は一目瞭然。内浦湾を抱くように湾曲して南に

伸びる渡島半島はその先端でさらに二つの半島に分かれている。その

東側の亀田半島の最突端に恵山はそびえているのだ。恵山燈台ができ

るまでは、船乗りにとって分かりやすいランドマークだったのだろう。   

山頂部の険路にかかる手前の平原に大きな観音像が建っており、そ

れは航海安全祈願のものだそうだが、この山の地理的位置にもよるの

↑イソツツジ                  だろう。 

 翌朝、4時過ぎにホテルを出て、恵山山頂を目指した。傾斜の緩い樹林帯の道がしばらく続き、やがて

恵山山塊の斜面にぶつかり、急傾斜の細い道をジグザグに登っていく。花はタニウツギが多いが、次第に

純白のイソツツジが目立ち始める。眼下の景色と花を楽しみつつも、休みなく歩くと、緩やかないくつか

の丘陵からなる平原に出た。4～5mは有ろうかと思われるサラサドウダンが疎林を形作り、その背後に黒

く鋭い岩々を積み上げたような岩壁がそびえていた。そしてその岩壁の裾から中腹にかけて、イソツツジ

の大群落が、漆黒の岩との対比

も鮮やかに咲き誇っていた。ま

るで荒磯に寄せては砕ける白い

波濤のように見える。成程これ

がイソツツジの名の由来なのか

と思わせる光景だった。(但しイ

ソツツジの名はエゾツツジの転

訛との説が有力) 

   

時間切れで登頂断念 

 突然、流れる霧を追い越すか

のように、白いものが猛スピー

ドで動いた。大きなエゾシカの

群が跳ね飛びながら疾駆してい



るのだ。白いのはその尻毛で。まるで地面をかすめて飛ぶ怪鳥の群かと錯覚

させられた。 

 いよいよ黒い岩壁の登りにかかる。歩きづらいガレ道を登り、やがてあち

こちから噴煙の上がる火口壁の見える場所に出た。看板には山頂まで１６０

０mとある。あと一息なのだが、朝食は７時、出発は８時と決まっている。

それまでに温泉につかりたいし、もう引き返す時刻だ。後ろ髪を引かれつつ、

来た道を引き返した。      

 朝食後、バスで出発。恵山登山のための自動車道は恵山山塊をほぼ一周す

る地点から始まっている。舗装道路がうねうねと山腹を回り込むように昇って  トケイソウ(北大植物園) 

行く。道端の各所に石仏が建っている。前記の観音信仰の現れなのだろう。やがて火口原の駐車場に着い

たが、視界は濃いガスに遮られて、今朝見たあの荒々しい頂上部も見えない。それでも登山道は明瞭なの

で傘をさして登り始めたが、強い風に傘を奪われそうで、やむなくここでも登頂断念。残念だった。果た

してもう一度挑戦する機会があるだろうか。 

  

北大植物園で花を楽しむ 

 この日の宿は函館の湯の川温泉だった。翌朝朝食もみんなへの挨拶もそこそこに札幌行き特急列車に飛

び乗り、午前中に札幌に到着。北海道大学植物園は札幌駅から徒歩１０分、園の中に入るとここが大都会

の真ん中だということが信じられないほど、樹木が生い茂り、野鳥の声が響いている。高山植物園、温室

などなど、学ぶことが多かったが、特に「北方民族植物標本園」では、人間がその生業、衣食住のあらゆ

る面で如何に植物を活用し、如何に植物に依存してきたかがよく分かり、興味深く見学した。 

 

今、二上山では 

７月になって、奈良県の二上山で、「キノコの女王」と呼ばれるキヌガサタ

ケ(スッポンタケ科)がほぼ毎日姿を現している。左の写真は７月５日午前 10

時ごろに写したもので、見る見るうちに白いベール状の菌網(きんもう)で体

を覆い隠していった。人間の目にはやや卑猥に見える姿を恥ずかしがってい

るみたいで、見ていて可笑しかった。でもやはり美しいキノコだ。場所は葛

城市新在家の大龍寺から祐泉寺へ上っていく舗装道路右側の竹林斜面で、注

意していれば、見つけることが出来る。 

キノコは二上山中にたくさん出現しているが、哀しいことに私には種の同

定が出来ないし、勿論食べられるかどうかの分別もできない。しかしキノコ

探しはなかなか楽しい。 

 

登山用品バザーへのご協力 有難うございました 

 ５月３１日行われた第２８回健康まつり(健生会友の会主催)は、友の会会員や市民ら４０００人が参加

して盛大に行われました。このまつりで国民救援会中和支部が取り組んだ「登山用品バザー」は２万円強

のご協力があり、早速無罪を求めて裁判闘争を続けている「東住吉老母傷

害致死事件」支援のために送られました。ご協力いただいた多くの皆様に

心から感謝申し上げます。 

 来年の健康まつりは５月２９日(日)に行われます。その際にも国民救援

会中和支部が登山用品バザーを行う予定です。使わなくなった登山・アウ

トドア用品がありましたらご協力よろしくお願いいたします。 

            ヤマドリタケモドキ(イグチ科)か？ 二上山で       


